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宮崎県宮崎市における希少なシジミチヨウの保全活動
宮崎昆虫同好会小松孝寛

[ 1]はじめに
宮崎市内には、環境省レyドリストで絶滅危慎18類の

タイワンツバメシジミとシルビアシジミが生息している。

両種ともに草地を生息地としており、 1990年代までは

数多くの個体が見られた。しかし、その後生息地の草刈

り方法の変化により個体数が激減し、宮崎県レッドリス

トでも、それぞれ絶滅危慎IB類(タイワンツバメシジミ)

とE類(シルビアシジミ)に指定されるようになった。

そこで、この2種の生息地の保全を行うために、宮崎毘

虫同好会が中心となって、生息状況の調査を開始した。

タイワンツバメシジミは2007年から、シルビアシジミは

2012年から調査を開始し、その生態も明らかにしてきた。

しかし、生息地である草地を維持するには相当な人手

と労力が必要であり、同好会を中心とするボランティア作

業だけで行うには無理があった。実際に保全活動を行つ
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てみると、開始してから1-2年間は、参加者は皆張り切っ

て活動を行うのであるが、数年すると熱意が冷め、参加

者も減少してきて、生息に適した草地を維持することがで

きなくなってしまう。これらのことから、以下の教訓を得た。

①生態調査には、同好会の専門性と調査能力は大いに役

に立つ。

②生息環境として好適な草地を維持する地道な草刈り作

業は、ボランティアだけでは続かない。

そこで、生息地を維持する方策を以下のように考え、取

り組むことにした。

①草刈りは、それを仕事としている専門業者に任せる。

②その人達に希少種の説明を行い、その重要性を納得し

てもらったうえで、生息地に適した草刈りをお願いする。

③保全する生息地として、市民公園や市民緑地を選ぶ。



このような場所は管理のため、季節

ごとに専門業者による草刈りが行わ

れている。また、希少種が生息して

いることを一般の人に知ってもらうこ

とにもつながる。

現在、同好会が調査した知見をもと

に、上記2種の生息地保全のための草

刈りが継続して行われているので、こ

こではそのあらましをご紹介したい。
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【3]シルビアシジミの生息地の保全
シルビアシジミは河川の堤防など、草丈が低い状態で

管理された草原に生息している。 2014年までの生息地
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Irillヨ毎年シルピアシジミが見られる~所に|立、 lまぽ一年を過してミヤコグサが
生育しており、越冬した第1化の成虫も発生している

の保全については、「宮崎県におけるシルピアシジミ生息

地の保全(タテハモドキ50周年記念増刊号、 2014年12

月)Jに詳しく報告している。

シルピアシジミはタイワンツバメシジミとは異なり、年

lこ4~5回の発生を繰り返す。食草であるミヤコグサはパ

イオ二ア植物であり、幼虫が越冬さえできれば、秋までに

成虫は各所に分散し、多くの姿を見かける。しかし草地

の管理方法の変化によって年々越冬地は減少しており、

ある年に一帯での越冬地がゼ口になれば、それまで秋に

は多数見られていたシルピアシジミが翌春から突然見ら

れなくなるという現象も起こっている。

現時点で宮崎市内には数カ所のシルピアシジミの越冬

地があるものと思われるが、 2009年に調査を開始して

から現在まで、宮崎市内で確実にシルビアシジミが越冬

を続けている場所は、私が知る限り1ヵ所である。その

他の越冬地は、ミヤコク‘サの生育状況によって数年前の

越冬地から少し離れた場所に移るなど、安定していない。

シルビアシジミが毎年越冬する場所の特徴として、年間

を通してミヤコグサが確認できることが挙げられる。その

ような場所では、大規模かつ斉一的な河川敷の草刈りで

はなく、畜産のための採草農家による fまだら刈り」が行
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E圏 pHの小古い宮崎焼土による客土民験。左はメンバ に試験の説明をする mm客土民験を行った宮聞大学、宮崎河川園辺事務所、宮崎市公園緑地課、
西脇教慢 (2019年11月) 大淀川学習館と宮崎昆虫同好会のメンバー (2019~手11 月)

できるようにと、水路ビオトープを設置していた。しかし、

公園管理は宮崎市に移されたので、水路ビオトープは管

理されることなく荒れるままになっていた。大淀川学習館

では水路ビオトープを子ども達の学習の場として利用して

いるが、現状では小さい子とも達の安全が保障しきれな

い。もう少し使いやすいように整備して欲しいとの意見が

出されたので、 OMZKで'7J<路ビ、オトーブの管理方法につ

いても協議していくことになり、第一回目の草刈り・伐採

を行った。

このように、本来なら管轄が異なる部署にまたがり、

書類を通して意思疎通をはからねばならないような案件

でも、各部署の現場責任者が参加するOMZKを立ち上げ

たことにより、合意形成が可能になった。あくまでも参加

者の権限の範囲内ではあるが、合意さえできれば、煩わ

しい手続きなしに進められることは、大きな利点である。

[41 2種類のチョウの保全活動を通じて
以上のように、 2種のチョウの保全活動を10年以上続

けてきた。さまざまな粁余曲折を経て、長く続けるため

の方策もおぼろげに見えてきた。取り組むうえでの要点

は、生息状況や生態の調査と生息地の維持管理とを、別

の活動として捉えることである。昆虫同好会など、調査

が得意な人達が、ボランティアで生息地の維持管理まで

続けようとしてもなかなか長続きしないものだ。一方で、

草刈りを専門とする業者は、希少種に関しての知識はな

く、その重要性についてもほとんど理解していない。こ

の2者を結ぶのが、その土地を管理している人達であり、

宮崎市の場合は固と市であった。以前は、行政にチョウ

の保全をお願いしに言っても、ほとんど関心を示されるこ

とはなかったが、近年では行政が生態系の保全に関心を

持ち、こちらの話をしっかり聞いてくれるようになった。

そのため、その人達の理解を得ることで、役割を分担し

た保全活動が行える可能性が見えてきた。

繰り返しになるが、そのポイントとして、

lliElヨ今年4月白書土試験地(ミヤコヅサが育っている.後ろに見える茶色い個
所はチガヤ(j)群落)(2020~手4月)

①絶滅危慎穫の調査は、同好会や大学などその種に詳し

い人達が行い、保全方法を提案する。

②生息地の管理のための草刈りは、ボランティアではな

く、専門業者が業務として行うことができるようにする。

③こうした活動がもっとも展開しやすいのが、公園や河JII

など、行政によって定期的な草刈りなと‘の管理が行わ

れている場所であり、現場の管理者(例として河川では

河川事務所など、公園では公園管理担当、植林地では

農林水産担当)に、 絶滅危慎穫を象徴とした生態系保

全の重要性を認識してもらう。

この中で③については、行政のほとんどの部署で生態

系保全に対して理解を示してもらえるとの手応えを感じて

いる。これには市民の環境に対する意識の変化も大きい

が、生物多様性条約を受けた生物多様性基本法と生物多

様性国家戦略の存在が大きく貢献していると受け止めて

いる。特に、生物多機性基本法はアンブレラの法律とし

て、森林法や河川i去にも影響を及ぼすので、その効果は

大きかった。

今後もこの仕組みを継続することで、取り組みを発展

させていきたい。

(干880-0925宮崎県宮崎市本郷北方2479-23)
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